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自閉症傾向の高い母親には早期に社会的スキル訓練や，子育て支援などの自治体や公的機関による育児サポート
が必要であると考えられる。

母親の自閉症傾向は子どもへの愛着形成に影響するか？

母親の自閉症傾向は子どもへの愛着形成に影響するか？

論文概要の和文様式

母親の自閉症傾向が子どもへの愛着形成に影響するかどうか、エコチル調査の結果を紹介し、考察する。

子どもへの愛着形成に及ぼす心理的要因をレビューし、その1つとして性格特性に焦点を当てる。性格特性の1つと
して、エコチル調査データで用いた自閉症傾向と子どもへの愛着形成との関連についての結果を紹介した。

エコチル調査データからは，母親の自閉症傾向の得点が高いほど産後うつ状態になるリスクが高く，子どもへの愛着
も形成されにくいことが示された．自閉症傾向の特性の中でも，「想像力のなさ」が子どもへの愛着の形成を阻害して
おり，産後うつ状態の母親においては，さらに子どもへの愛着形成を阻害する可能性を高めることが示された．

自閉症傾向の高い母親については，妊娠初期から産後うつ症状のスクリーニングを行うなど，医療的なケアの介入
が求められる場合があるのではないかと思われる．一方，メンタルヘルスが健常な母親においては，「社会的スキル
のなさ」や「コミュニケーション力のなさ」によってより子どもへの愛着形成が阻害される可能性が高くなることも示唆さ
れており、自閉症傾向の高い母親への早期からのサポートが求められる。
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